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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑦

人とのかかわりがうまくいかない子には、「ありがとう」「すみません」の

２つの言葉を使えるようになると、ずいぶん生活しやすくなります。人との

かかわりを円滑にしていく言葉を上手につかえる

ように、家庭でたくさんつかってみましょう。

｢ありがとう｣｢すみません｣は魔法の言葉

言葉は、自分の気持ちを相手に伝える大切な道具です。使い方によって、

人間関係は良好になったり、崩れてしまったりします。友達などとのトラブ

ルが多い子どもは、上手に自分の感情を伝えられなかったり、相手の気持ち

を察することができなかったりすることが少なくありません。

そんな子どもには、まず「ありがとう」「すみません」をたく

さんつかえるように、家庭でも心がけてみてください。

「ありがとう」「すみません」は、心の内を表す言葉です。この言葉によっ

て、言われた方は気持ちよくなります。あなたが「ありがとう」「すみません」

と言えて、本当にうれしかったよと、褒めてあげましょう。相手が気持ちよ

くなると、言った自分も気持ちがよくなることを経験させてあげるのです。

「おはよう」「しつれいします（しました）」も、お互いの心

を気持ちよくする言葉です。これらの言葉の頭文字（おはよ

う・ありがとう・しつれいします・すみません）をとって並

べると「オアシス」（砂漠の休息地）になります。

まず、家庭で「オアシス」の言葉とそれらに込められた心を

大切にしていくことで、安らぎの場をつくり出していきたいものです。

キラリ輝くこの子のために(11)
続々

「ありがとう」は、「有難し」

で、“あることがかたい”ということだそうです。つまり、めったにない、

めずらしくて貴重ということです。そんなよい思いを自分が受けていること

から、感謝するときに「ありがとう」と言うようになったそうです。

ありがとう の語源

「すみません」は、相手への謝罪のときに

使います。これは、相手に失礼なことをしてしまい、このままでは自分の心

が「澄みきらない」ことから、「すみません」と言うようになったそうです。

すみません の語源


